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第４学年３組 理科学習指導案
日立市立日高小学校

Ｔ１：担任 Ｔ２：科学大好きエキスパート(以下ＳＥ)

１ 単元名 電池のはたらき

２ 目標
（１）生活の中で使われている乾電池や光電池に興味関心をもち，その働きについて意欲的に調べようと

する。 （自然事象への関心・意欲・態度）
（２）乾電池や光電池に豆電球やモーターなどをつないだときの明るさや回り方を回路を流れる電流の強

さとその働きとを関係づけて考察し，自分の考えを表現している。 （科学的な思考・表現）
（３）簡易検流計を使って，乾電池の直列つなぎと並列つなぎの回路の電流の大きさを調べたり，光電池

の働きを調べたりして，その過程や結果を記録することができる。 （観察・実験の技能）
（４）乾電池の数やつなぎ方を変えると，モーターの回り方や豆電球の明るさが変わることや，光電池に

光を当てると電流が流れ，モーターを回すことができることを理解している。
（自然事象についての知識・理解）

３ 単元について
（１）指導にあたって

本単元は，３年生で学習した「豆電球に明かりをつけよう」に続く電気の働きに関するものである。
３年生では，１つの輪になるように回路をつなぐと豆電球が点灯することや電気を通すものと電気を
通さないものがあることを学習してきている。ここでは，導入時に，豆電球のときと同じように回路
するとモーターが回ることを確かめる。また，乾電池のつなぎ方によって，モーターの回る向きが変
わることから，乾電池の向きと流れる電流の向きの関係に気づくことができるようにしていく。さら
に，より速く，より明るくという自然な追究から，乾電池の数を増やし，そのつなぎ方によって回る
速さや明るさが変わることを学習していく。そして，回る速さや明るさが回路に流れる電流の大きさ
に起因することに気づかせる。また，光電池の学習では，光の当たり方によって光電池が生み出す電
流の大きさが変わることを学習していく。
本学級の児童は，理科の学習が好きな児童が多く意欲的に取り組んでいる。特に，実験が楽しいか

ら好きという児童が多い。しかし，実験結果を記録することが苦手だったり，いろいろな事実を見つ
けているにもかかわらず上手に言葉で説明できなかったり傾向にある。本単元の事前調査や学力診断
テストの結果から考察すると，豆電球の明かりをつけるための「回路」の概念を過半数以上の児童が
もっていると言える。

事 前 調 査 （５月２日実施 ３６名）
調 査 項 目 はい（名） いいえ（名） どちらともいえない（名）

・あなたは理科が好きですか。 ２５ ２ ９
(理由) ○観察が好き ○実験が楽しい ●観察記録や実験結果を記録することが苦手
・豆電球に明かりをつけるには，豆電球・導 線・乾電池をどうつなげばいいですか。
(答) 電気の通り道が１つの輪になるようにつなぐ

(言葉正答) ２４名 (学力テスト回路図正答) ２０名
・モーターを知っていますか。 １４ ２２

そこで，「回路」という言葉や意味をさらに確実なものにするために，一人一台の実験器具を使い，
回路の中を流れる電流について，自分の考えやイメージを言葉や図で表す活動を多く取り入れたい。
そのため本時では，電池の中や導線の中を様子を言葉や図でかけるスペースをとったワークシートを
作用し，導線の役割や電池の働きについての考えを自分の言葉や図で表現できるようにしたい。そし
て，お互いに意見交換する中で次の課題である乾電池の数やつなぎ方へと導けるようにしたい。また，
一人一台ずつモーターをつないだ回路をＳＥに協力してもらいながら準備するとともに，実験では安
全にできるようにＳＥと児童を支援していきたい。

（２）指導計画（９時間扱い）
時 主な学習内容 評価規準 配慮事項

・回路を作るためのスイ ・乾電池にモーターをつないで回路を作り， ・３学年での学習を想起させながら，乾電池を使

ッチやモーターにつけ モーターの回り方に興味・関心をもち， ってモーターを回す活動を自由に行わせ，モー

１ る風車を作る。 その変化を進んで調べようとしている。 ターの回転する向きに気づかせるようにする。

・乾電池１個を使いモー （関・意・態） ・手作りスイッチで回路を分かりやすくする。

ターを回す回路を作る。

・乾電池１個とモーター ・乾電池にモーターをつなぎ，モーターの ・乾電池の向きを変えると，電流の流れる向きが

をつなぐ回路を使って， 回り方の変化を回路を流れている電流の 変わり，モーターの回る向きも変わることを，

２ 乾電池の向きを変える 向きと関係づけて考察し，自分の考えを 乾電池の向きとモーターの回り方を関連づけて

(本時) と，モーターの向きも 表現している。 考えられるようにする。

変わることを調べる。 （思・表） ・モーターに風車をつけることにより，向きを視

覚で捉えれるようにする。

・前時の回路の乾電池の ・乾電池の数やつなぎ方を変えると，モー ・直列つなぎ・並列つなぎと，モータの回転する

つなぎ方を直列や並列 ターの回り方や豆電球の明るさが変わる 速さ・豆電球の明るさとの関係を実験を通して

３ にしてモーターの回転 ことを理解している。 捉えられるようにする。

する速さや豆電球の明 （知・理）

るさを調べる。
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４ 本時の指導
（１）目 標

・乾電池（１個）にモーターをつないで回路を作り，モーターの回り方の変化を回路を流れている
電流の向きと関係づけて考え，自分の考えを表現している。 （科学的な思考・表現）

（２）準備・資料
・乾電池 ・モーター ・紙コップ（モーター台） ・スイッチ（紙・アルミ） ・風車（紙）
・簡易検流計

（３）展 開 学 学力向上のための学び合い ◎ 個に対する指導の手だて
学習活動・内容 Ｔ１ 教師の支援の手立てと評価 Ｔ２ＳＥの支援の手立て

１ 本時の学習課題を確認する。 ・Ｔ２と一緒に，前時の回路のモーター ・実験器具に不備がない
に風車を取り付けて回してみせる。 か確認する。

モーター（風車）は，どの向き ・導入ではＴ１とＴ２の風車の回り方を ・Ｔ１と一緒に，前時の
に回っているでしょう。 同じにして，予想と実験結果に違いが 回路のモーターに風車

出るようにし児童の思考が深まるよう を取り付けて回してみ
にする。 せる。

２ 実験方法を確かめ結果につい ・前時に作成した回路のモーターの先に ◎回路をもって机間指導
て予想を立てる。 風車をつけて回り方を観察することを をし，適宜モーターを

(1)・右に回る 確認する。 回してみせて，予想の
(2)・左に回る ・本時の導入時の実験や前時の学習を参 立てられない児童の支
(3)・どちらにも回る 考に，理由づけをしながら予想を立て 援をする。

るように助言する。
３ 実験して確かめる。 ・机をグループにし，児童が安全に活動 ・机間指導をしながら，
(1)用具を準備し，実験をする。 できるように机や椅子を整頓してから 児童の実験の準備を確

実験をするように指示する。 認していく。
・最初は一人一人が回路を作り，風車の ◎回路が作れない児童に

向きを確かめるようにするが，最後は ついては，個別に支援
グループで結果をまとめ，発表するよ していく。
うに指示する。 ・実験方法や結果につい

◎回路が作れない児童については，個別 て児童から質問があっ
に支援していく。 た場合，結果について

・机間指導をしながら，乾電池の向きに は，児童の言葉でまと
(2)実験結果をワークシートに記 気づくようにしたり，児童のつぶやき めるように支援する。

録する。 に対して，価値づけを行ったりしてい
・右に回る くようにする。
・左に回る ◎離席の多いＳ男やＫ男については，落
・電池の向きによって回り方 ち着いて活動できるように，Ｓ男やＫ
がちがう 男の意欲を認めながら，課題に取り組

(3)グループで実験結果を発表ボ めるように助言する。
ードにまとめる。 ・電流(児童の言葉では電気)の向きに目

が向くように，ワークシートの導線を
太くかいて，導線の中の電流の向きを

４学実験結果について全体で話し 自分なりの言葉や図で記入しやすくで
合う。 きるようにする。

(1)・電池の＋きょくと－きょく ・机間指導をしながら，話し合いが上手
を入れかえると，モーター くいっているグループを称讃し，停滞
の回る向きが変わる。 しているグループは，教師も話し合い

(2)・＋きょくを右にするとモー に参加しながら支援する。
ターは右に回り，左にする (評)モーターの回り方の変化を回路を流れ
とモーター左に回る。 ている電流の向きと関係づけて考え，

(3)・回路の電気の流れには向き 自分の言葉で記入することができた
がある。 か。 （ワークシート） ・まとめに使う，簡易検

５ 本時のまとめをする。 ・確認のための実験として，Ｔ２と一緒 流計を回路にセットす
に導入で使ったの回路の中に簡易検流 る。

回路を流れる電気のことを電 計を入れ，電池の＋極と－極を交換し ・回路の電池を入れかえ
流という。電流には向きがある。 て，電流の流れの違いを児童が確認で て，検流計の電流の流

きるようにする。 れについて説明する。
・電流という言葉を教え，言葉でまとめ

られるようにする。 ・机間指導しながら，児
６ 後片づけをして，次時の学習 ・最後まで，みんなで協力できるように 童の片づけの支援をす

課題を知る。 声かけをする。 る。
・「モーターの回転をもっと速くするに

はどうしたらよいか。」と問いかけ，
次時の意欲づけを図る。


